
南海トラフ地震に関連する情報（臨時）発表時及び大規模地震 
（震度５弱以上）発生時、その後の対応 

2019 年４月 向笠小 

南海トラフ沿いの

大規模な地震と関

連するかどうか調

査を開始した場合 

南海トラフ沿いの大規模な

地震発生の可能性が平常時

と比べて相対的に高まった

と評価された場合 

 

地震発生 

 

市危機管理連絡会議 

 

 

登 

校 

前 

防災対応なし 

○自宅待機  

※必要に応じて休校措置 
○避難行動 

登 

校 

中 

①避難行動 

・学校、自宅又は避難場所へ 

②その後の対応 

《学校にいる場合》 

・保護者引き渡し 

《学校以外にいる場合》 

・自宅又は避難場所へ 

①避難行動 

・学校又は避難場所へ 

②その後の対応  

《学校にいる場合》 

・安全が確認されたのち保護者引

き渡し 

《学校以外にいる場合》 

・自宅又は避難所へ 

 

在 

校 

中 

 

①学校待機 

②その後の対応 

・保護者引き渡し 

①避難行動 

②学校待機 

③その後の対応  

・安全が確認されたのち保護者引

き渡し 

下 

校 

中 

①避難行動 

・学校、自宅又は避難場所へ 

②その後の対応 

《学校にいる場合》 

・保護者引き渡し 

《学校以外にいる場合》 

・自宅又は避難場所へ 

①避難行動 

・学校又は避難場所へ 

②その後の対応  

《学校にいる場合》 

・安全が確認されたのち保護者引

き渡し 

《学校以外にいる場合》 

・自宅又は避難所へ 

【留意点】 

・ 保護者引き渡しについては、兄弟姉妹関係を配慮し、学府（中学校区）ごとに引き渡し体制の

確認をする。 

・ 登下校時の避難（場所、方法等）について、各家庭でもしっかりと協議し、確認をする。 

・  自宅待機や休校措置をとった場合、その後の登校や学校再開に関する家庭への連絡は、「いわ

たホッとライン」で連絡をする。 

 

【児童クラブについて】 

・ 地震発生の可能性が相対的に高まったと評価された時、および震度５弱以上の地震が発生した

時、児童クラブは開所しない。 


